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聖地巡礼　サンティアゴ•デ•コンポステーラ　天上ヘの道


 フランスには巡礼の地• 聖堂• 道が多く存在します。

この巡礼ルートは最終的には、サンティアゴ•デ•コンポステーラSantiago de Compostela にたどり着きます。

大きなリュック一つを背中にしょって、歩を進む事で悩みや苦しみから解放されていきます。

中世遥か昔より、キリストの使徒としての殉教の旅でも無く、個人的に体力と精神の限界を知りつつ、信仰心を持って、巡礼者は歩んでゆきました。

歩くこと、癒されること、見ることが一つとなります。


 フランスよりサンティアゴ•デ•コンポステーラに至るルートは、数多くあります。


 一つ目の道は、サン= ジル=デュ=ガール Saint Gilles du Gard, モンペリエ Montpellier, トゥルーズToulouse,

ソンポール Somport ( スペインとフランス国境)


 二つ目の道は、ノートルダム• デュ• ピュイ Le Puy - en- Velay, サント• フォワ•ド•コンク Sainte - Foy de Conques, サン•ピエール•ド•モワサック Saint - Pierre de Moissac


 三つ目の道は、サント•マリー•マドレーヌ•ヴェズレーVézlay, サン•レオナール•ド•ノブラSaint - Léonard de Noblat, ペリグー市 Périgueux


 最終的に、スペイン領のプエンテラ•ラ•レイナ Puente la Reinaで合流して、そこから続く一本の道が、サンティアゴ Santiago ヘと続きます。


 昔からの巡礼者の装いとして、木の杖は、旅の途中の野獣や危険にあたって身を護る道具です。

皮であつらえた小さな鞄に、パンを携帯します。

ヘチマで作った水筒、マント、広いつばのフェルト帽子、アコヤ貝 (

キリストの使徒•聖ヤコブの象徴で、巡礼者の象徴) 、巡礼者用のスタンプ帳には、各教会のスタンプを記念に押します。


 以下、実際に個人的に訪れた巡礼の地をテーマにして、その想いを綴ってみました。


 
 ル•ピュイ•アン•ブレのノートルダム大聖堂 Cathédrale du Puy -en - Velay


 11世紀後半の、黒い聖母信仰のある大聖堂で、毎月、聖母像の衣装が変わります。本来の像は、フランス革命中に焼失し、現在の像は聖王ルイが巡礼中に贈ったものとされています。

この大聖堂は、サンティアゴ•デ•コンポステーラの巡礼路の出発地の一つとされています。

大聖堂は、888メートルの標高にあり、壮大な134段の階段を登ってゆきます。

元は、モン•アニスという山で、熱病冷ましの石という民間信仰の石が大聖堂内に置かれ、巡礼者は横たわって、熱を冷ます事が出来ます。

紀元後480年に、ある一人の婦人が熱病にかかり、聖母マリアがこのアニス山を訪れて、この岩の上に横たわる様に指示されました。そして婦人は癒されました。


 旅発ちの歩

聖母の笑みに

まかせるまま

(巡礼の旅の一歩が、この大聖堂の聖母に祝別されますように。)


 
 サン=ミシェル•デギュイユ礼拝堂 Saint Michel d’Aiguilhe


 82メートル、268段の階段のある火山の岩に堂々とそびえ立つ聖ミカエル聖堂は、巡礼者を祝別して危険から護ります。昔、古代ギリシャ•ローマの商人の神とされるメルクリウスの神殿がありました。


 聖ミカエルの

はばたく螺旋

眩ませて


 
 サン=ジャック•ド•ロシュギュード Saint - Jacques de Roche gude


 鋭い岩という意味の12世紀の聖堂。

標高960メートルを超える山上にあります。聖ヤコブに捧げられました。古い交易路であり、現在、サンティアゴ巡礼の路の一つです。

道は、急で、滑りやすく危険です。


 
 聖ヤコブ

両掌で護る

巡礼の歩


 
 オルシヴァルのノートルダム教会 Orcival


 オルシヴァルの聖母マリアは、鉄の聖母として祀られています。

教会の前の扉には、昔、解放された囚人の鎖が飾ってあります。


 囚われし

魂かき抱く

聖母マリア


 
 コンク Conques


 中世より、コンクの聖堂は巡礼の地として知られ、聖フォワの聖遺物を祀る地。コンクは、貝殻 (巡礼者の身につけるアコヤ貝)の意味。

様々な石で覆われた聖母信仰が有名です。


 
 貝殻に

包まれてゆくまま

祈りあり


 
 シャペル•サン•ロック La chapelle Saint - Roch


 1308メートルの標高に位置する、ペスト (黒死病)から護る聖ロクス Rochus に捧げられた聖堂。

聖ロクスは、負傷した足を犬が舐めて癒されたという伝説があり、聖人像は、いつも犬と共にいます。

近くに病気を癒やすという奇跡の泉があり、一般に飲料水として飲む事が出来ます。


 病あり

ほとばしりゆく泉

歩をとめる


 
 2026年8月16日　フランス•オーヴェ-ニュ　平和　祈
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